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Molecular hydrogen modulates brain glutamate/GABA-glutamine cycle  
in overweight humans 

 肥満成⼈の⾷欲に対する⽔素の効果 
 
 
 
 
 
（10 秒で読めるまとめ） 
肥満成⼈ 9 ⼈中５⼈に⽔素⽔を２週間飲ませ、対照群４⼈と⽐較した結果、⽔素によりストレ
ス応答、不安、⾷欲の調節に重要な脳内のグルタミン酸-グルタミン-GABA サイクルが調節され
ることがわかり、⽔素が飢餓感の抑制と減量をもたらす可能性が⽰された。 
 
 
 
（１分で読めるまとめ） 
◆結論 
 ⽔素は、ストレス応答や⾷欲調整に関与する神経伝達物質（興奮・抑制）を調節する。 

◆ポイント 
 

• グルタミン酸-グルタミンサイクルが活性化すると神経伝達バランスが維持され、脳内のグルタ
ミン酸（興奮）/GABA（抑制）のバランスが変化し、体温、⾷欲、睡眠など基本的⽣理機能を司
る視床下部に影響を与え、⾷欲刺激・飢餓感の抑制や体重減少につながる可能性がある。 

• 肥満成⼈９⼈中５⼈（⼥性 3 ⼈、年齢 50.2±11.9 歳、BMI 29.4±2.1 kg/m²）に、12 週間にわた
り⽔素⽔を摂取させ（1 ⽇あたり⽔素量：7.5 mg）、⽔素が⾷欲調節に関与する神経伝達物質の代
謝に与える影響を評価した。 

• ⽔素摂取により、脳全体にわたるグルタミン酸-グルタミン-GABA 濃度が顕著に減少し、興奮性
（グルタミン酸）・抑制性（GABA）の神経伝達物質が調節された。 

• ⽔素によって、脳内タウリン（⾷欲抑制作⽤）の増加も観察された。（論⽂本⽂参照） 

• 治療を受けていない対照群４⼈（⼥性 2 ⼈、年齢 41.0±13.9 歳、BMI 26.8±1.3 kg/m²）では、
脳の代謝物に変化は⾒られなかった。 
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（原⽂と翻訳）Abstract 
Introduction: We evaluated whether 12-week intake of molecular hydrogen (H2) in 5 overweight adults (3 women; age: 50.2 
±11.9 years, body mass index: 29.4 ±2.1 kg/m2) affects brain levels of the glutamate-glutamine-GABA cycle, critical amino 
acid neurotransmitters in the mechanism of neuronal activation during appetite regulation. 
【導⼊】私たちは、過体重の成⼈ 5 ⼈（⼥性 3 ⼈、年齢 50.2±11.9 歳、BMI 29.4±2.1 kg/m²）を対象に、12 週間にわた
る分⼦⽔素（H2）の摂取が、⾷欲調節中の神経活動メカニズムで重要なアミノ酸神経伝達物質、グルタミン酸-グルタミン
-GABA の脳内サイクルにどのような影響を及ぼすか検証した。 
Methods: A 1.5-T single-voxel proton magnetic resonance spectroscopy was used to assess the tissue concentrations of 
relevant metabolites. 
【⽅法】1.5-T 単⼀ボクセル陽⼦磁気共鳴分光法を⽤いて、関連する代謝物の組織濃度を評価した。 
Results: The mean glutamate and glutamate-plus-glutamine levels at the posterior cingulate gyrus decreased significantly 
during the study; this was accompanied by a significant drop in GABA levels at left prefrontal white matter, and glutathione 
levels at anterior cingulate gyrus. No changes in the brain metabolites were found in the comparable group of overweight 
individuals (n = 4, 2 women; age: 41.0 ±13.9, BMI 26.8 ±1.3 kg/m2) followed-up in the past without this treatment. 
【結果】研究中、後部帯状回の平均グルタミン酸とグルタミン酸プラスグルタミン値が顕著に減少し、これに伴い左前頭
⽩質の GABA 値と前部帯状回のグルタチオン値が有意に低下した。この治療を受けていない過体重の対照群（n=4、⼥性
2 ⼈、年齢 41.0±13.9 歳、BMI 26.8±1.3 kg/m²）では、脳の代謝物に変化は⾒られなかった。 
Conclusions: We showed a possible hydrogen-driven upregulation of neurotransmitters involved in appetite stimulation 
leading to hunger suppression and weight loss. Further studies analyzing appetite-controlling metabolic pathways affected 
by H2 would require monitoring of additional biomarkers of satiation and satiety during different feeding regimens. 
【結論】私たちは、⽔素による⾷欲刺激に関与する神経伝達物質のアップレギュレーションが、飢えの抑制と体重減少に
つながる可能性を⽰した。⽔素に影響を受ける⾷欲コントロール代謝経路を分析するさらなる研究には、異なる給餌体制
中の満腹感と満腹感の追加バイオマーカーのモニタリングが必要である。 
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英語 ⽇本語 説明 
overweight 過体重 正常体重と肥 満の中間の状態。脂肪が多い場合も、筋⾁が多い場合も BMI が 25 以

上 30 未満であれば過体重とみなされる。（BMI 30kg/m2 以上は肥満） 
1.5-T single-voxel proton 
magnetic resonance 
spectroscopy 

1.5-T 単⼀ボクセル
陽⼦磁気共鳴分光法 

特定の体内の⼩さな領域（ボクセル）の化学的構成を詳細に分析する医療画像技術。
⽣体内の分⼦（物質）の種類や成分を調べることができる。神経伝達物質やエネル
ギー代謝関連物質（例：グルタミン酸、GABA、グルタミン）、化学物質の濃度を測
定するのに有⽤。 

glutamate グルタミン酸 主要な興奮性アミノ酸神経伝達物質。学習、記憶、神経可塑性など、脳の基本的な
機能に不可⽋で、その減少は神経回路の活動低下を意味することがあり、⾷欲調節
や気分、注意⼒などに影響を与える。 

 アミノ酸神経伝達物
質 

神経細胞間で情報を伝達するために使われる化学物質。グルタミン酸（興奮性）や
GABA（抑制性）などがあり、記憶、学習、気分調節などの脳の基本的な機能に不可
⽋であり、不均衡は神経疾患や⼼理的障害に関連していく。 

 グルタミン酸-グルタ
ミンサイクル 

神経細胞がグルタミン酸を放出し、それがグルタミン合成酵素によってグルタミン
に変換され、グルタミンは神経細胞間で移動し、他の細胞に取り込まれて再びグル
タミン酸に変換され、神経伝達に利⽤される。脳内の神経伝達物質のバランス維持
に重要。 

glutamine グルタミン グルタミン酸の⾮神経伝達物質形態。重要なアミノ酸で、タンパク質の合成、エネ
ルギー⽣産、アンモニアの無毒化、その他多くの代謝過程に関与する。グルタミン
酸とグルタミンは相互に変換され、脳内でのグルタミン酸とグルタミンのバランス
を維持 

glutamate-plus-
glutamine 

グルタミン酸プラス
グルタミン 

グルタミン酸とグルタミンの合計濃度。脳内での相互変換のバランスを⽰し、神経
系の機能と健康状態を反映する重要な指標。神経伝達とエネルギー代謝において重
要な働きをする。 

GABA γ(ガンマ)-アミノ酪
酸 

抑制性神経伝達物質。神経系の過剰な興奮を鎮めて安定させる役割がある。脳に多
く存在し、⾷品にも多く含まれる。 

glutathione グルタチオン ルタミン酸・システイン、グリシンという３つのアミノ酸が繋がったペプチド（化
合物）。強⼒な抗酸化物質。解毒作⽤を持ち、細胞をダメージから守る重要な分⼦。 

posterior cingulate gyrus 後部帯状回 脳の中央部に位置し、⾃⼰関連の思考、記憶、感情の処理に関与する。 
anterior cingulate gyrus 前部帯状回 前部帯状⽪質の⼀部で、意思決定、感情、痛みの処理、社会的⾏動に関与する。ス

トレス応答や感情調節にも重要。 
 前部帯状⽪質 ⼤脳⽪質の帯状回の⼀部。情緒、意思決定、衝動制御、報酬に関連する認知プロセ

スに重要な役割を果たす。動機づけや注意、情動調節において重要な領域。 
 ⼤脳⽪質 脳の表⾯を覆う層。認知機能、感覚処理、運動制御などに関与する。 
 帯状回 ⼤脳⽪質の⼀部であり、脳の中央部を囲むように位置する。感情の処理、注意、意

思決定などに関与し、特に前部帯状⽪質は社会的⾏動や情緒調節に重要な役割を果
たす。 

left prefrontal white 
matter 

左前頭⽩質 前頭葉の左側にある⽩質で、思考、計画、意思決定、社会的⾏動に関与する神経回
路を含む。 

 脳内タウリン タウリン：脳を含む多くの組織に存在する硫⻩を含むアミノ酸。脳内でのタウリン
は、細胞の保護、神経伝達物質の調節、細胞の⽔分と電解質のバランスの維持など、
多くの重要な⽣理的機能を果たす。 

 


